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養殖シマアジの血液性状

特に体重との関係について

庄司泰雅

養殖シマアジの血液性状については、中村・田中(19

71)1)が、平均体重 683gの比較自甘小形魚について報告

している。そこで今回、平均体重 1，300gの大形魚に

ついて調査を行をい、若干のま目見を得たので報告する。

なわ、ごの研究にあたって、材料の入手に協力を賜

わった鵜原漁業協同組合長君塚福松氏ならびに蓄養場

の丸山隆一郎氏に心から感謝の意を表する。

材料および方法

供試魚l土2011国体で、鵜原漁業協同組合の蓄養池で飼

育したものを使用した。採血i固定は、昭和47年10月2

日から49年7月29日までの聞に9回行なった。

採血および血液性状の測定は、魚類の健康診断技法2)

に基づいて行なった。すなわち、供試魚を現場で釣り

揚11、直ちにへパリン処理した注射器を用い、Cuvier
管から採血し、約1時開後に測定した。ヘマトクリッ

ト値(Ht)は、 11，000r.p.m.で5分間遠心する毛細

管法で行なった。血色素量 (Hb)は、シアンメトヘモ

グロピン法で、測定した。赤血球数は、ハイエム氏液で

200倍に希釈し、ピュYレケルチュルクの血球計算盤で計

数した。

結果および論議

乙の測定結果は表 1 に示した。 Htl直は19.0~58.0

%、平均値41. 2%であった。日b量は6.3~16.2与旬、

平均値11.9'乱lであった。赤血球数は226~632X10ìmm'
の聞であり、平均値は454XI0宇mm'であった。

これらの結果と中村・田中日のデータから得られた

体重と血液f生状との関係を図 1~3 に示した。

図 1 に示されるように、Hd直は19.0~58.0%の範囲

の値で、体重による差はみられなかった。Hb量は図2の

とおり、6.3~16.2g/dlの範囲の債でHt値同様体重に

よる差はみられなかった。図3から赤血球数は、今回調

査した 820~2 ， 250gの魚体で、はHtfl直、 Hb量同様体重

による差はみられなく、中村・田中 1)の平均体重 683

gで示されている1，000XI0/，mm'という高い[直はみら
れなかった。

魚類の体重と、Hd直の関係については、l'OUIlg(1949 J') 

表 1 養殖シマアジの血液性状

調査 供試試魚 古島直x<故 Ht(1直Htil直

年月日 体長m 体重E x!o'lm' g/dl % 

47.10.2 46.0 1，760 380 15.1 56目。

46目。 2，250 463 16.2 55.5 

11.20 35.0 1，100 574 14.8 55目。

33目。 1，100 516 13.2 50.0 

48.2.19 35.0 1，050 419 10.6 40.0 

34.0 ，900 568 11. 7 46.0 

3.29 40.0 1，920 370 9.8 46.0 

30.0 1，300 488 11.5 44.0 

4目25 33.0 820 226 6.3 19.0 

45.0 2，200 463 11.4 44.0 

5.30 43.5 2，360 567 10.2 46.0 

39.0 1，630 632 14.4 44.0 

49.5.20 35.5 1，250 267 7.8 25.0 

32.5 1，050 324 10.8 24.0 

6.26 36.0 1，100 520 14.4 26.0 

37.0 1，100 475 13.5 58.0 

36目。 900 506 11目5 35.0 

36.0 1，000 414 12.0 36.0 

7.29 40.0 1，650 500 12.2 42.0 

40.0 1，400 425 11.8 31.0 

平 均 37.6 1，300 454 11.9 41.2 

が、 Girell~α Illgncα'115 でみて、相関はないとしており、

Dreston (1960)は、 PleuToTlectes platessaで調べた結果、

体重120gまでは成長とともにHtft直は増大し、それ以

降は一定になるとしている。また、Dombrowskiがコイ

で、Normandeau(1962)4)か年令や発育段階によって変

動することを述べている。これらのととから体重300g

以上のシマアジでは、lil:f一定のHt値を示しているが、

Pl.eurorzectes pl~α tessα の例のように、 300g以下の魚体が

低いHtfl直を示すかどうか、今後検討する必要があろう。
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また、 Hb量及び赤血球数と体重との関係についてもHt

値と同様なことカず推定される。

体重と血液f生状との関係は、同一時期にあらゆる成

長段階の個体を集める乙とが困難であり、季節的変動

による影響も入ってくると考えられる。そして季節的

変動では、 Ht値で、sano(1960)5)がゐlmo iruleusで調べ、

性腺の発達との関係で変動があるとしているが、乙の

ごとに加えて生態的要因(餌料の質と量、栄養、温度、

日照)や、生理的要因(栄養、運動、内分泌)が入っ

てきて、きわめて複雑である。そこで今後の調査につ

いては、ごれらの要因を考慮する必要があろう。
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要約

1 )養殖シマアジのHtfl直、 Hb量、赤血球数を調査し

た。

2 )体重820~2 ，360 gの魚体201固体を供試した。

3)特に、体重とHtfl直、Hb量、赤血球数との関係を

検言ナした。

4) Htfl直 l土、 19 ， 0~58.0%、平均値41. 2%であったo

Hb景は、 6.3~16.2gl旬、平均値11. 9g必i であり、赤血

球数は、 226~632X lQ'tm3、平均値は454X10Ymm3で、あ

った。

5) Htfl直、 Hb量、赤血球数は、体重による差はみら

れなかった。
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